
HPアドレス
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
　→市議会のページ

三次市議会のホームページもご覧ください。

【三次市議会のページ （携帯サイトではありません） へアクセスします。】

こんなことが決まりました
平成28年度 決算認定
委員会審査
市政を問う　12人が一般質問に立つ
視察報告
議会のうごき

平成29年９月定例会終わる
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こんなことが決まり ました ９月定例会を９月８日（金）から９月29日（金）まで開催し、
議案37件を原案のとおり可決し、陳情１件を不採択としました。

■
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

君
田
農
園
の
前
使
用
者
が
同
施
設
内
に
残
し
た
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
動
産
の
所
有
権（
権
利
関
係
）等
に
つ
い

て
、
広
島
地
方
裁
判
所
三
次
支
部
か
ら
示
さ
れ
た
和
解

案
に
基
づ
き
、
相
手
側
と
和
解
す
る
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て全

員
一
致

　

加　

藤　

清　

子 （
粟
屋
町
）

　
（
任
期
は
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

福　

永　
　
　

要 （
海
渡
町
）

　
（
任
期
は
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て全

員
一
致

　

中　

菊　

圭　

子 （
上
川
立
町
）

　
（
任
期
は
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て全

員
一
致

　

重　

信　

富　

子 （
三
和
町
）

　
（
任
期
は
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て全

員
一
致

　

大　

谷　

直　

己 （
吉
舎
町
）

　
（
任
期
は
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て全

員
一
致

　

沖　

野　

一　

典 （
吉
舎
町
）

　
（
任
期
は
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て全

員
一
致

　

足　

利　

悦　

子 （
作
木
町
）

　
（
任
期
は
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
）

に
伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
引
用
条
項
の
整
理
を
す
る
。

■
農
林
業
集
会
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

下
青
河
集
会
所
、
馬
行
谷
集
会
所
及
び
宮
地
多
目
的

集
会
施
設
を
普
通
財
産
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
改

正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
別
表
中
の
下
青
河
集
会
所
、
馬
行
谷

集
会
所
及
び
宮
地
多
目
的
集
会
施
設
の
名
称
及
び
位
置

を
削
る
。

■
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　
「
地
方
自
治
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の
施
行

に
伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
引
用
条
項
の
整
理
を
す
る
。

【
そ
の
他
の
議
案
】

■
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基
づ
く
監
査
に
よ
る
こ
と
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

三
次
市
が
出
資
し
て
い
る
も
の
の
監
査
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
の
監
査
に
代
え
て
個
別
外
部
監
査
契
約
に
基

づ
く
監
査
を
行
う
。

■
個
別
外
部
監
査
契
約
の
締
結
に
つ
い
て　

全
員
一
致

　

三
次
市
が
出
資
し
て
い
る
団
体
の
出
納
事
務
等
に
関

す
る
監
査
の
報
告
の
た
め
、
個
別
外
部
監
査
契
約
を
締

結
す
る
。

　

契
約
の
相
手
方　

加　

藤　

雅　

之

　

契
約
金
額　

３
５
０
万
円
を
上
限
と
す
る
額

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

全
員
一
致

　

平
成
28
年
３
月
に
策
定
し
た
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
、
新
た
に「
道
の
駅
ゆ
め
ラ
ン
ド
布
野
改
修
事
業
」

ほ
か
32
事
業
を
追
加
し
、
下
川
立
子
ノ
木
線
及
び
土
居

淀
田
線
の
事
業
名
等
を
変
更
す
る
等
、
同
計
画
を
変
更

す
る
。

 

９
月
定
例
会

【
一
部
改
正
さ
れ
た
条
例
】

■
公
共
施
設
の
整
理
の
た
め
の
関
係
条
例
の
整
理
等
に

関
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

広
島
法
務
局
に
よ
る
山
耕
地
番
重
複
の
解
消
作
業
等

に
伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、「
酒
河
」ほ
か
３
区
域
の
山
林
部

に
所
在
す
る
市
有
施
設
の
所
在
地
番
を
、
変
更
後
の
登

記
地
番
に
合
わ
せ
る
。

■
公
の
施
設
の
指
定
管
理
期
間
の
見
直
し
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例　
　
　
　
　

全
員
一
致

　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
期
間
を
見
直
し
す
る
こ
と
に

伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
40
施

設
の
指
定
管
理
期
間
を「
３
年
」か
ら「
６
年
」に
、
か
わ

に
し
小
規
模
多
機
能
施
設
の
指
定
管
理
期
間
を「
６
年
」

か
ら「
３
年
」に
改
め
る
。

■
企
業
立
地
等
を
重
点
的
に
促
進
す
べ
き
区
域
に
お
け

る
市
税（
固
定
資
産
税
）の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

　
「
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業

集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」及
び「
農
村
地
域
工
業
等
導
入
促
進
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の
施
行
に
伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
引
用
条
項
の
整
理
等
を
す
る
。

■
こ
ど
も
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

　

規
則
に
定
め
る
受
給
資
格
の
申
請
手
続
き
を
明
文
化

す
る
た
め
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
本
条
例
に
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
申
請
す
る
こ
と
を
追
加
す
る
。

■
市
営
土
地
改
良
事
業
の
経
費
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　

全
員
一
致

　
「
土
地
改
良
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」の
施
行
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（
賛
成
討
論
）

　

三
次
市
監
査
委
員
か
ら
第
２
次
三
次
市
総
合
計
画
の

様
々
な
施
策
が
推
進
さ
れ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。ま
た
、

行
財
政
改
革
が
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
行
わ
れ
、
健
全

な
財
政
運
営
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
と
も
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、一
定
の
評
価
を
す
る
も
の
で
あ
り
、

賛
成
す
る
。

（
反
対
討
論
）

　

市
が
説
明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

は
評
価
す
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
今
回
の
陳
情
に
署
名

さ
れ
た
多
く
の
方
の
声
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

陳
情
第
３
号
を
不
採
択
と
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

（
賛
成
討
論
）

　

説
明
会
で
は
、
全
員
で
は
な
い
が
、
お
お
む
ね
賛
成

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
議
会
に
お
い
て
も

12
月
定
例
会
で
負
担
附
き
寄
附
や
予
算
に
つ
い
て
議
決

し
て
い
る
。
ま
た
、
12
月
定
例
会
以
降
、
説
明
会
等
を

開
催
さ
れ
、
課
題
や
成
果
等
に
つ
い
て
周
知
さ
れ
た
と

理
解
し
て
い
る
。

　

先
日
も
事
業
促
進
に
係
る
要
望
書
も
提
出
さ
れ
て
お

り
、
事
業
推
進
を
願
っ
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
る
こ

と
も
鑑
み
、
賛
成
す
る
。

（
反
対
討
論
）

　

こ
の
度
の
７
，
０
０
０
人
弱
の
署
名
は
重
く
受
け
止

め
、
次
の
３
点
の
理
由
に
よ
り
反
対
す
る
。

①
こ
の
計
画
は
、
三
次
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
で
あ

る
こ
と
、
説
明
会
の
プ
ロ
セ
ス
や
地
域
住
民
の
意
識

の
変
化
が
、
そ
の
他
の
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

②
赤
字
は
、
経
済
効
果
で
還
元
さ
れ
る
と
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
市
民
に
還
元
さ
れ
る
か
が
説
明
さ
れ
て
い

な
い
。

③「
オ
ー
ル
三
次
」と
言
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
一
旦
立

ち
止
ま
り
、
も
っ
と
メ
ン
バ
ー
を
増
や
す
努
力
を
す

べ
き
で
あ
る
。

（
賛
成
討
論
）

　

次
の
３
点
の
理
由
に
よ
り
、
賛
成
す
る
。

こんなことが決まり ました
平成29年　９月定例会

区　分
結　

果

亀　

井

竹　

原

大　

森

助　

木

池　

田

岡　

田

小　

田

福　

岡

保　

実

宍　

戸

吉　

岡

新　

家

杉　

原

齊　

木

澤　

井

山　

村

桑　

田

鈴　

木

横　

光

伊　

藤

黒　

木

弓　

掛

重　

信

藤　

井

議案第82号
平成28年度三次市一般
会計歳入歳出決算認定に
ついて

可　

決
議
長○○○○○○○○○×○○○○○○○○○○○○○

陳情第３号
（不採択とすることについて）
「妖怪博物館」建設を中断
し、見直しを求めること
について

不
採
択
議
長○○○○○○×○○××○○○○○○○×○○○×

９月定例会 審議結果 （全員一致以外のもの） ○…賛成　×…反対

○
補
正
予
算
に
つ
い
て

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
93
号
「
平
成
29
年
度
三
次
市
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）（
案
）」外
議
案
６
件

【
審
査
結
果
】

　

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

　
９
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
第
93
号
「
平
成
29
年

度
三
次
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）（
案
）」外
議
案

６
件
は
、
予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査

し
、
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

予
算
審
議

予
算
審
議

《
予
算
決
算
常
任
委
員
会
》

（
反
対
討
論
）

　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
も
反
対
を
し
て
い

た
。
こ
の
決
算
に
は
、
作
木
カ
ヌ
ー
公
園
入
浴
施
設
建

設
費
や
作
木
町
へ
の
妖
怪
博
物
館
に
関
係
す
る
収
蔵

庫
の
整
備
等
、
不
要
不
適
切
な
支
出
が
含
ま
れ
て
お
り
、

反
対
す
る
。

①
委
員
会
で
は
、
陳
情
者
と
の
意
見
交
換
会
を
設
け
る

等
を
取
り
組
ん
で
き
た
。
議
会
で
は
、
負
担
附
き
寄

附
等
の
議
案
を
、
責
任
を
持
っ
て
議
決
し
て
き
た
。

考
え
る
こ
と
は
重
要
だ
が
、
事
業
を
進
め
て
い
く
態

度
は
、
議
会
と
し
て
責
任
と
誇
り
を
持
た
な
い
と
い

け
な
い
。

②
３
年
７
カ
月
前
に
跡
地
利
用
や
整
備
計
画
が
示
さ
れ
、

議
会
と
し
て
承
認
し
て
き
た
。
ま
た
、
商
工
会
議
所

等
様
々
な
団
体
か
ら
、
事
業
推
進
の
要
望
が
出
さ
れ

て
い
る
。
議
会
は
、
三
次
町
や
市
全
体
が
に
ぎ
わ
う

方
向
に
向
か
っ
て
努
力
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

③
歴
史
的
、
民
俗
学
的
に
も
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
十
分
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
が
、
日

本
で
初
め
て
の
妖
怪
に
関
す
る
博
物
館
が
建
設
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
研
究
も
深
ま
り
、
三
次
市
の
誇
り

と
な
る
。

（
反
対
討
論
）

　

こ
の
陳
情
書
は
、
三
次
地
区
拠
点
施
設
整
備
計
画
に

反
対
や
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
妖
怪
博
物
館
の
建

設
を
中
断
し
、
見
直
し
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
賛
成

や
反
対
の
多
く
の
方
の
意
見
を
し
っ
か
り
聴
い
て
、
一

旦
立
ち
止
ま
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
賛
同
で
き
る
施
設

に
な
る
よ
う
に
、
詳
細
な
収
支
計
画
を
出
し
、
条
例
に

基
づ
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
べ
き
で
あ

り
、
市
も
こ
の
陳
情
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
と
考

え
、
反
対
す
る
。

討論とは……議会の会議において、表決の前に、議題となっている案件（議案）に対
し、賛成か反対かの自分の意見を表明し、意見の異なる相手を自分の
意見に同調させようとすることです。

議
案
第
82
号
に
対
し
、討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
第
82
号
に
対
し
、
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

陳
情
第
３
号
を
不
採
択
と
す
る
こ
と

に
対
し
、
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

陳
情
第
３
号
を
不
採
択
と
す
る
こ
と

に
対
し
、
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。
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会　　計　　名 補　　正　　額 総　　　　額

国民健康保険特別会計（第１号） １，０４８ 万６千円 ６８ 億 ２，１４１ 万８千円
診療所特別会計（第２号） １，７０５ 万９千円 １ 億 ６，４９５ 万８千円
介護保険特別会計（第１号） １ 億 ４，２０４ 万１千円 ７４ 億　７７１ 万円　　
後期高齢者医療特別会計（第１号） １，４６９ 万１千円 ７ 億 ８，７１９ 万３千円

水道事業会計（第１号）

業務の予定量　　　　　　▲ １，７８５ 万６千円
収益的収入　　　　　　　▲ ２，７７９ 万１千円
収益的支出　　　　　　　▲ １，１６９ 万６千円
資本的収入　　　　　　　▲ １，６４０ 万７千円
資本的支出　　　　　　　▲ １，７８５ 万６千円
特例的収入及び支出　当該事業年度に属する債権及び債務の変更
企業債　　　　　　　水道施設整備事業債の変更

下水道事業会計（第１号） 歳出について、総務費を増額し、下水道運営費について、その同
額を減額。予算の総額に変更なし。

平成29年度　特別会計・公営企業会計予算の補正

（▲は減額）

（▲は減額）

補正額 １８億 ７，８５４万７千円追加　　総額 ３９８ 億 １，５１８ 万５千円
主な補正内容
《歳入》
・繰越金	 １１億２，６３１万円　　
・市債	 ４億９，１０１万４千円
・県支出金	 １億２，０６６万１千円
・諸収入	 ９，８５４万９千円
・繰入金	 ５，４３３万７千円
・国庫支出金	 ３，２３８万６千円
・分担金	 ２，０３５万５千円
・寄附金	 ５００万円　　
・地方交付税	 ▲７，６６３万３千円
《歳出》
・基金積立	 ９億３，４１６万８千円
・道路橋梁維持工事等（除雪対策、修繕工事ほか）	
	 	 ２億７，９５０万円　　
・災害復旧事業	 １億２，４４０万円　　
・公共施設改修・解体事業	 １億円　　　　　　
・水道事業会計出資金	 ７，４７９万６千円
・三江線代替交通確保対策事業	 ７，０００万円　　
・農地耕作条件改善事業	 ５，２００万円　　
・河川維持事業	 ５，０００万円　　

・道路新設改良事業	 ３，０００万円　　
・プレミアム付商品券発行事業（三次藩札）	 ２，１００万円　　
・三次環境クリーンセンター改修事業	 １，４００万円　　
・みらさか土地区画整理事業	 １，３００万円　　
・児童生徒就学援助費	 ９２６万８千円
・吉舎町文化施設事業	 ９００万円　　
・診療所特別会計繰出金	 ７００万円　　
・小規模崩壊地復旧事業	 ６５２万円　　
・三次町街なみ整備助成事業	 ６００万円　　
・林道維持事業	 ５００万円　　
・経営者支援設備投資事業補助金	 ５００万円　　
・教育振興事業	 ５００万円　　
・プロ野球公式戦開催事業貸付金	 ▲１，０００万円　　
	 	 ほか
《繰越明許費》
・公共施設改修・解体事業
	 	 ほか
《地方債》
・過疎地域自立促進事業
・社会福祉施設等整備事業
	 	 ほか

平成29年度　一般会計予算の補正（第２号）

補正額 ５，３８３万５千円追加　　総額 ３９８ 億 ６，９０２ 万円
主な補正内容
《歳入》
・県支出金	 ５，３８３万５千円

《歳出》
・衆議院議員選挙	 ５，３８３万５千円

平成29年度　一般会計予算の補正（第３号）
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予
算
決
算
常
任
委
員
長
報
告

　

９
月
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
各
会
計
の
決

算
は
、
会
期
中
、
本
委
員
会
に
お
い
て
、
審

査
初
日
に
は
、
市
長
の
出
席
を
求
め
、
会
派

代
表
に
よ
る
決
算
に
関
す
る
総
括
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
議
案
の
審
査
に
お
い
て
は
、
担

当
部
局
長
等
の
出
席
を
求
め
、
慎
重
に
審
査

い
た
し
ま
し
た
。

　

議
案
第
82
号
「
平
成
28
年
度
三
次
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
は
、

審
査
の
結
果
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て
認
定
し

て
よ
い
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
案
第
83
号
「
平
成
28
年
度
三
次

市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
」外
議
案
９
件
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
認
定
し
て
よ

い
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
主
な
審
査
意
見
】

１　

議
案
第
91
号
「
平
成
28
年
度
三
次
市
病

院
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
は
、

病
院
の
更
な
る
健
全
経
営
に
向
け
、
特
に

会
計
処
理
に
お
い
て
は
専
門
的
な
見
地
か

ら
評
価
す
る
検
証
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検

討
さ
れ
た
い
。

２　

地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
５
項
に
基

づ
い
て
提
出
さ
れ
る
「
主
要
施
策
の
成
果

に
関
す
る
説
明
書
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
務
事
業
に
お
い
て
そ
の
取
組
を
通

じ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
に
繋
が
っ
て
い
っ

た
か
の
報
告
と
さ
れ
た
い
。

会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出 差　　　引

一 般 会 計 39,435,084,582 38,002,759,601 1,432,324,981

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6,721,867,031 6,650,756,156 71,110,875

診 療 所 特 別 会 計 188,437,224 181,072,378 7,364,846

介 護 保 険 特 別 会 計 7,185,431,361 7,043,390,136 142,041,225

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 773,029,587 758,506,785 14,522,802

土 地 取 得 特 別 会 計 130,319 130,319 0

下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,544,879,280 1,543,879,280 1,000,000

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 601,970,325 601,970,325 0

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 754,380,965 704,781,995 49,598,970

病院事業会計
収益的収支 8,672,172,619 8,568,047,212 104,125,407

資本的収支 257,700,000 1,882,432,876

水道事業会計
収益的収支 1,126,265,801 1,141,778,564 ▲ 15,512,763

資本的収支 472,899,343 871,227,862

平
成
28
年
度
決
算
を
認
定

一
般
会
計
・
特
別
会
計
な
ど
11
会
計
を
審
査

（単位：円）各会計の決算状況
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【付託議案等】
　議案第74号「三次市企業立地等を
重点的に促進すべき区域における市
税（固定資産税）の課税免除に関する
条例の一部を改正する条例（案）」外
議案１件

【審査結果】
　いずれも全員一致をもって原案の
とおり可決

【付託議案等】
　議案第76号「三次市営土地改良事業の経費の
賦課徴収に関する条例の一部を改正する条例

（案）」外議案２件

【審査結果】
　いずれも全員一致をもって原案のとおり可決

【各議案に対する指摘及び意見】
　議案第77号「三次市農林業集会施設設置及び
管理条例の一部を改正する条例（案）」は、今回
改正する集会施設以外についても三次市公共施
設等総合管理計画に基づき、適正な管理に努め、
地元に譲渡する施設は関係者と十分協議をし、
早急に取り組まれたい。

産業建設常任委員会教育民生常任委員会

委員会審査
（委員長報告）

【付託議案等】
　議案第72号三次市公共施設の整理のための
関係条例の整理等に関する条例（案）外議案５
件
　陳情第３号「妖怪博物館」建設を中断し、見
直しを求めることについて

【審査結果】
　議案　全員一致をもって原案のとおり可決
　陳情　賛成少数により不採択

【各議案に対する指摘及び意見】
　陳情第３号については、不採択とするもの
の、三次地区拠点施設整備事業を推進させる
ために、各委員から述べられた指摘や意見に
ついては、次のとおりです。

１　地域への経済波及効果を含め、数年先を
見通した意欲的な収支計画をたてられた
い。

２　「妖怪」についての周知だけでなく、日本
の歴史民俗学的な価値があることや三次の
歴史との関係などを、有識者や三次の歴史
に詳しい方など様々な方の協力を得て、市
民に理解してもらうよう努められたい。

３　三次市の歴史や文化を大切にし、三次地
区の賑わいの再生など地域活性化が図られ
るような事業展開となるよう鋭意努力され
たい。

４　将来的にこの施設で何をどうしていくの
か、夢や期待感が持てるビジョンを早急に
示されたい。

総務常任委員会

　定例会で、各常任委員会に審査付託となりました議案等について、９月１４

日に委員会を開催しました。その審査の経過と結果を次のとおり報告します。
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　９月定例会では、12名が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細については、会議録を製
本の後、議会事務局、各支所、三次市立図書館及び分館に常設します。
　また、三次市ホームページ（アドレスは下記のとおり）では会議録と本会
議の録画映像をご覧いただけます。
　なお、一問一答方式で一般質問を行っていますが、紙面の都合上まとめ
て記載しています。

市政を問う

HPアドレス
http://www.city.miyoshi.hiroshima.jp
　　　　　　　 市議会のページ 　 市議会議事録
　　　　　　　　　　　　　 　 　 三次市議会インターネット配信 

　
「
妖
怪
博
物
館
」建
設
の
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
今
議
会
へ
も
６
，
５
０
０
名
を
超
え
る

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
陳
情
も
出
さ
れ
、
詳

細
な
収
支
計
画
の
提
示
や
広
く
市
民
の
声
を

聴
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

一
年
目
か
ら
５
９
０
万
円
の
赤
字
の
収
支

計
画
に
加
え
、
人
件
費
を
含
め
る
と
一
体
い

く
ら
の
赤
字
に
な
る
の
か
。
収
集
品
の
一
部

を
見
た
が
、
と
て
も
子
ど
も
達
の
笑
顔
が
見

ら
れ
る「
博
物
館
」は
想
像
で
き
な
い
。
私
自

身
の
反
省
も
含
め
、
過
疎
債
が
あ
る
か
ら
と

言
っ
て
、
公
共
施
設
を
作
る
時
代
は
終
わ
っ

た
。
維
持
管
理
費
等
を
将
来
に
わ
た
っ
て
負

担
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、「
妖
怪
博
物
館
」

建
設
を
中
断
し
、
見
直
し
を
考
え
る
べ
き
だ

が
。

増
田
市
長

　

反
対
さ
れ
て
い
る
方
の
意
見
も
真
摯
に
受

け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
し
か
し
、
賛
同

さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ
、
議
会
で
の

予
算
等
の
議
決
を
し
て
い
た
だ
い
た
重
み
と

責
任
も
感
じ
て
お
り
、
今
後
着
実
に
事
業
を

進
め
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
る
。瀬

﨑
副
市
長

　

収
支
計
画
で
は
、
収
入
を
非
常
に
厳
し
く

見
積
も
っ
た
結
果
、
５
９
０
万
円
の
補
て
ん

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
全
体
の
経
済

効
果
と
し
て
は
、
広
島
県
の
調
査
に
基
づ
き

拠
点
施
設
整
備
後
の
観
光
消
費
額
を
算
定
す

る
と
、
少
な
く
と
も
約
１
億
円
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
。
拠
点
施
設
だ
け
で
は
な
く
、
市

民
の
観
光
消
費
、
文
化
振
興
、
ふ
る
さ
と
教

育
等
へ
の
貢
献
も
含
め
て
考
慮
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

吉岡広小路
三次志士の会

平成29年９月定例会　一般質問

区　分 金　額 摘　要

収入総額 １５，５００

　収入 １５，５００ 入館料　　　　　　　　　１２，５００
ミュージアムショップ等 ３，０００

区　分 金　額 摘　要

支出総額 ２１，４００

　維持管理費 １１，８００ 水道光熱費　　　　　　　　６，０００
委託料　　　　　　　　　　５，８００

　事業費 ９，６００ 資料保管・調査研究事業
２，０００

展示事業　　　　　 ３，８００
教育普及事業　　　　　　　１，５００
ミュージアムショップ事業 １，０００
地域等連携事業　　　　　　１，３００

（三次もののけミュージアム） 収支計画（概算）

収
入
の
部

支
出
の
部

（単位：千円）

収支計画概算
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質問１答弁１
「
妖
怪
博
物
館
」建
設
の

見
直
し
を

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
き
、
着
実
に
事
業
を
進

め
て
い
く



　

大
土
山
で
境
界
が
確
定
で
き
て
い
な
い
区

間
が
あ
る
。
行
政
と
し
て
市
の
所
管
す
る
土

地
の
境
界
確
定
は
、
市
が
責
任
を
持
っ
て
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
問
う
。

　

地
域
住
民
が
、
大
土
山
こ
ぐ
り
岩
付
近
の

眺
望
を
良
く
す
る
た
め
に
、
付
近
の
保
安
林

の
間
伐
を
市
へ
申
し
出
た
場
合
、
市
は
間
伐

の
届
出
等
を
ど
こ
の
事
務
所
に
申
請
す
る
の

か
。
ま
た
、
保
安
林
解
除
の
可
能
性
は
。

部
谷
財
務
部
長

　

関
係
者
に
裁
判
上
の
境
界
確
定
位
置
を
了

解
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
現
地
に
杭
を

落
と
し
、
安
芸
高
田
市
と
三
次
市
の
議
会
の

議
決
、
県
知
事
の
決
定
を
受
け
、
総
務
大
臣

が
告
示
を
し
て
確
定
と
い
う
流
れ
に
な
る
。

ま
ず
は
、
関
係
者
に
説
明
し
、
理
解
し
て
い

た
だ
く
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

日
野
産
業
環
境
部
長

　

保
安
林
の
伐
採
、
解
除
等
に
関
す
る
事
務

は
、
広
島
県
北
部
農
林
水
産
事
務
所
が
所
管

し
て
い
る
。
解
除
申
請
に
は
、
地
籍
測
量
図

等
が
必
要
な
た
め
、
境
界
が
確
定
し
て
い
な

い
場
合
、
申
請
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

　

定
住
促
進
に
お
い
て
、
空
き
家
情
報
バ
ン

ク
の
登
録
は
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
登
録
者
で
、
賃
貸
の
場
合
、
家

屋
の
持
ち
主
に
条
件
を
付
け
て
補
助
金
を
交

付
す
れ
ば
、
登
録
件
数
も
多
く
な
る
と
考
え

る
が
、
所
見
を
伺
う
。

瀧
奥
地
域
振
興
部
長

　

賃
貸
を
希
望
さ
れ
る
場
合
で
、
改
修
が
必

要
な
物
件
は
持
ち
主
の
責
任
に
お
い
て
改
修

を
お
願
い
し
て
い
る
。
改
修
に
対
し
、
持
ち

主
へ
の
助
成
を
す
る
こ
と
は
個
人
の
財
産
価

値
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
税
金
を
投
入
す

る
こ
と
は
適
当
で
あ
る
か
等
の
課
題
も
あ
り
、

慎
重
な

議
論
が

必
要
と

考
え
る
。

　

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化
に
伴
い
、
広

島
県
で
統
一
す
る
と
し
て
い
る
保
険
料
負
担

が
大
き
く
な
ら
な
い
た
め
に
、
激
変
緩
和
措

置
と
市
独
自
の
財
政
支
援
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

　

ま
た
、
第
３
回
目
の
試
算
は
い
つ
公
表
で

き
る
の
か
。

稲
倉
市
民
部
長

　

現
在
も
被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を
最
優
先

に
運
営
し
て
お
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

や
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
等
で
軽
減
を
図
っ

て
い
る
。
現
行
よ
り
も
高
い
保
険
料
率
が
示

さ
れ
て
も
、
ま
ず
は
保
険
税
を
上
げ
な
い
工

夫
を
し
、
そ
れ
で
も
上
げ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
場
合
に
は
、
負
担
増
を
お
願
い
さ
せ
て
い

た
だ
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　

試
算
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
県
の
諸

手
続
き
を
経
て
、
９
月
末
か
ら
10
月
の
は
じ

め
ぐ
ら
い
を
想
定
し
て
い
る
が
、
時
期
は
明

言
で
き
な
い
。

　

公
契
約
条
例
の
制
定
を
求
め
る
意
見
書
を

過
去
３
回
決
議
し
て
い
る
が
、
入
札
の
適
正

化
、
ま
た
同
額
抽
選
を
解
消
す
る
た
め
に
も

早
急
に
市
独
自
に
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

部
谷
財
務
部
長

　

市
と
し
て
は
、
最
低
賃
金
法
、
労
働
基
準

法
等
の
国
の
労
働
法
制
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ

る
べ
き
と
考
え
る
。
し
か
し
、
市
議
会
に
お

い
て
公
契
約
条
例
の
制
定
に
よ
る
適
正
賃
金
、

労
働
条
件
の
確
保
と
地
域
経
済
の
振
興
を
求

め
る
決
議
を
採
択
さ
れ
た
こ
と
は
、
重
く
受

け
と
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
他
市
の
状
況

等
を
調
査
し
て
き
た
が
、
今
後
も
入
札
制
度

を
検
討
す
る
な
か
で
、
調
査
研
究
を
行
っ
て

い
く
。

伊藤　芳則

横光　春市

日本共産党

真 正 会

三和地域の移住者ケアのモデル

質問１

質問２

答弁１

大
土
山
の
境
界
確
定
に
向
け
て

行
動
を

定
住
対
策
に
つ
い
て
提
言
す
る

関
係
者
に
事
情
を
説
明
し
、
理

解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
今
後
も

努
力
し
て
い
く

質問１

質問２

答弁１

答弁２

答弁２

国
民
健
康
保
険
料
の

負
担
軽
減
を

公
契
約
条
例
の
制
定
を

被
保
険
者
の
負
担
軽
減
を

最
優
先
に
考
え
る

最
低
賃
金
法
、
労
働
基
準
法
等

に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
る

他
市
町
を
参
考
に
利
用
促
進
に

向
け
て
有
効
な
対
策
を
検
討
し

て
い
く
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近
年
の
異
常
気
象
や
災
害
時
に
命
を
守
る

避
難
情
報
と
避
難
行
動
を
周
知
徹
底
す
る
為

に
、「
防
災
の
て
び
き
」
10
ペ
ー
ジ
の
内
容

を
屋
内
に
貼
れ
る
ポ
ス
タ
ー
に
し
て
配
布
し

て
は
。
ま
た
、
指
定
避
難
所
に
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
気
象
情
報
等
を
見
ら
れ
る

環
境
整
備
が
必
要
で
は
。

落
田
総
務
部
長

　
「
防
災
の
て
び
き
」の
改
正
は
い
ろ
い
ろ
な

ご
意
見
等
を
い
た
だ
き
、
改
正
の
時
に
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

避
難
所
の
情
報
収
集
の
整
備
は
、
学
校
の

　

事
業
反
対
の
声
は
依
然
と
し
て
多
い
。
理

解
を
得
ら
れ
な
い
一
番
の
理
由
は
赤
字
あ
り

き
の
計
画
で
あ
る
。
始
め
る
前
か
ら
そ
ん
な

気
持
ち
で
上
手
く
い
く
は
ず
が
な
い
。
必
ず

黒
字
を
出
す
と
い
う
決
意
で
臨
む
べ
き
で
あ

る
。グ
ッ
ズ
開
発
や
ゲ
ー
ム
化
等
、商
業
ベ
ー

ス
に
の
せ
て
儲
け
て
い
く
具
体
的
な
事
業
展

開
を
早
急
に
示
し
、
黒
字
の
収
支
を
実
現
で

き
る
案
に
見
直
す
べ
き
で
は
。

瀬
﨑
副
市
長

　

収
支
計
画
は
、
収
入
を
厳
し
く
見
積
も
っ

た
結
果
、
博
物
館
で
５
９
０
万
円
、
交
流
棟

で
３
４
１
万
円
の
補
て
ん
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
。
市
全
体
の
経
済
効
果
と
し
て
は

約
１
億
円
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

　

三
次
市
妖
怪
を
生
か
し
た
文
化
・
観

光
推
進
市
民
委
員
会
で
は
、
入
館
者
数

３
万
人
に
対
し
て
、
妖
怪
を
テ
ー
マ
と

し
た
取
組
や
酒
屋
地
区
等
か
ら
の
誘
客

に
よ
っ
て
は
、
増
加
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
の
意
見
も
い
た
だ
い
た
。
今

後
、こ
の
よ
う
な
提
言
等
を
踏
ま
え
て
、

も
っ
と
来
館
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
な

も
の
を
反
映
し
、
必
要
と
あ
れ
ば
収
支
計
画

の
見
直
し
も
検
討
す
る
。

　

妖
怪
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
や
ゲ
ー
ム
化
、

ア
ニ
メ
化
等
を
行
政
主
導
で
個
別
に
あ
た
っ

て
い
て
は
コ
ス
ト
も
時
間
も
か
か
る
。
総
合

的
な
ビ
ジ
ネ
ス
構
築
や
メ
デ
ィ
ア
展
開
を
プ

ロ
に
完
全
に
任
せ
、
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
て
も
ら
う
べ
き
で
は
。

瀬
﨑
副
市
長

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス

体
制
の
構
築
や
デ
ザ
イ
ン
専
門
部
門
を
持
つ

大
学
と
の
連
携
に
つ
い
て
準
備
を
進
め
て
い

る
。

　

日
本
妖
怪
博
物
館
を
含
む
「
三
次
ま
る
ご

と
博
物
館
」全
体
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
は
、

外
部
か
ら
の
専
門
人
材
も
予
定
し
て
い
る
三

次
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
進
め
て
い
く
よ
う
検
討
し
て

い
る
。

体
育
館
等
、
多
く
の
方
が
避
難
所
と
し
て
生

活
す
る
施
設
を
優
先
に
、
配
線
等
の
整
備
状

況
を
調
査
し
、
段
階
的
に
整
備
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
支
援
、
児
童
虐
待
、
社
会
的
孤

立
等
、
協
力
を
求
め
ら
れ
る
分
野
が
広
が
っ

て
い
る
。
活
動
日
数
の
増
加
、
負
担
の
重
さ

を
解
消
す
る
た
め
、
連
携
体
制
の
見
直
し
と

心
理
的
ケ
ア
対
策
の
構
築
を
求
む
。
ま
た
、

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
の
臨
機
応
変
な
活
用

に
よ
り
優
先
的
な
支
援
を
。森

本
福
祉
保
健
部
長

　

民
生
委
員
児
童
委
員
の
相
談
内
容
は
、
多

岐
に
わ
た
る
た
め
、
つ
な
ぐ
先
が
不
明
な
案

件
が
あ
っ
た
場
合
、
福
祉
保
健
部
社
会
福
祉

課
に
問
い
合
わ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
、
各
民

生
委
員
に
お
願
い
し
て
い
る
。
特
に
、
新
任

の
民
生
委
員
に
つ
い
て
は
、
各
地

域
で
先
輩
委
員
に
相
談
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

落
田
総
務
部
長

　

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
は
、
市

が
作
成
し
た
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
必
要

か
つ
緊
急
を
要
す
る
場
合
に
限

り
、
本
人
の
同
意
が
な
く
て
も
救

出
活
動
を
行
う
支
援
者
又
は
機
関

に
提
供
し
て
い
る
。

杉原　利明

鈴木深由希

真 正 会

真　正　会

北斎百物語 こはだ小平次

防災のてびき 10ページ

9 みよし市議会だより 第55号

質問１

質問２

質問１

質問２

答弁１

答弁２

答弁１

答弁２

妖
怪
博
物
館
は

黒
字
を
絶
対
条
件
に

妖
怪
を
使
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

は
プ
ロ
に
任
せ
て
は

防
災
の
て
び
き
の
活
用
と
避
難

所
の
環
境
整
備
が
必
要
で
は

民
生
委
員
児
童
委
員
の

活
動
支
援
を

収
支
計
画
の
見
直
し
も

検
討
す
る

外
部
人
材
も
借
り
る
こ
と
も
含

め
検
討
し
て
い
く

段
階
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る

相
談
窓
口
等
の
体
制
を

整
え
て
い
る



　

自
治
体
を「
経
営
す
る
」時
代
に
は
、
専
門

性
の
高
い
職
員
が
求
め
ら
れ
る
。
任
期
付
職

員
等
の
活
用
で
、
内
部
に
な
い
専
門
知
識
や

知
見
は
、外
部
人
材
を
登
用
し
て
は
ど
う
か
。

高
岡
副
市
長

　

任
期
付
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

協
議
検
討
し
て
お
り
、
本
年
度
に
つ
い
て
は

採
用
し
て
な
い
。
今
後
に
お
い
て
も
、
専
門

性
が
さ
ら
に
高
ま
り
、
育
成
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
状
況
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
専
門
性
の
高
い
任
期
付
職
員
の
採

用
を
検
討
し
て
い
く
。

　

旧
君
田
村
で
名
誉
村
民
と
し
て
森
瀧
市
郎

氏
が
顕
彰
さ
れ
て
い
る
。
森
瀧
氏
は
、
自
分

の
被
爆
体
験
を
基
に
反
核
平
和
を
願
い
原
爆

禁
止
の
運
動
に
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
た
。
平
和

非
核
都
市
宣
言
を
し
て
い
る
本
市
で
あ
り
、

「
三
次
が
森
瀧
市
郎
氏
の
出
身
地
で
あ
る
」こ

と
を
誇
り
と
し
、
そ
の
功
績
・
哲
学
を
後
世

に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
。

答
弁
１　

功
績
を
後
世
に
残
す
こ
と
は
行
政

の
責
任
と
考
え
る

増
田
市
長

　

平
成
16
年
９
月
に
新
た
に
制
定
さ
れ
た
名

誉
市
民
条
例
は
、
合
併
後
の
新
市
に
お
け
る

功
績
を
顕
彰
の
対
象
と
し
て
い
る
。

　

森
瀧
氏
の
す
ば
ら
し
い
功
績
を
後
世
に
残

す
た
め
、
既
存
の
施
設
等
を
活
用
し
て
足
跡

を
展
示
等
す
る
こ
と
は
、
行
政
の
責
任
で
も

あ
る
と
考
え
る
。
ど
の
よ
う
な
形
で
後
世
に

残
し
て
い
く
か
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
十
分

話
し
合
っ
て
い
き
た
い
。

　

三
和
町
は
、
合
併
前
か
ら
米
作
り
が
盛
ん

な
地
域
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
酒
米
等
、
多
品
種

が
生
産
さ
れ
て
い
る
。

　

特
産
品
と
し
て「
や
き
ご
め
」も
生
産
さ
れ

て
お
り
、
こ
の「
や
き
ご
め
」を
災
害
時
の
非

常
食
・
支
援
物
資
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う

か
。

落
田
総
務
部
長

　

現
在
で
は
、
長
期
保
存
が
可
能
で
調
理
方

法
や
食
べ
や
す
さ
等
を
追
求
さ
れ
た
ラ
イ
ス

を
飲
料
水
と
共
に
備
蓄
し
て
い
る
。

　

今
後
も
消
費
期
限
に
あ
わ
せ
た
備
蓄
品
の

入
れ
替
え
は
必
要
で
あ
る
の
で
、
や
き
ご
め

に
つ
い
て
も
備
蓄
品
の
一
つ
と
し
て
活
用
し

た
い
と
考
え
る
。

　

福
岡
県
朝
倉
市
で
は
、
７
月
５
日
に
起
き

た
九
州
北
部
豪
雨
で
国
の
調
査
で
も
問
題
が

無
い
と
さ
れ
て
い
た
た
め
池
が
決
壊
し
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
た
。
本
市
の
大
規
模
重
要
た

め
池
の
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。

日
野
産
業
環
境
部
長

　

広
島
県
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
耐
震
診

断
を
順
次
実
施
さ
れ
、
昨
年
度
ま
で
に
市
内

10
カ
所
の
調
査
が
完
了
し
て
い
る
。こ
の
内
、

５
カ
所
の
た
め
池
で
震
度
５
強
程
度
の
地
震

で
、
健
全
度
が
低
い
、
あ
る
い
は
や
や
低
い

と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い
る
。本
市
で
は
、

こ
の
５
カ
所
に
つ
い
て
、
改
修
等
の
対
応
が

必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

三和町の特産品「やきごめ」

重信　好範

宍戸　　稔

清　友　会

清　友　会

森瀧市郎氏

質問１

質問１

質問２

質問２

答弁１

答弁１

答弁２

答弁２

合
併
前
の
名
誉
市
民
、

名
誉
村
民
を
顕
彰
し
て
は

特
産
品「
や
き
ご
め
」を
災
害
時

の
非
常
食
・
支
援
物
資
と
し
て

活
用
し
て
は

専
門
性
を
重
視
し
た
行
政
運
営

を
す
る
た
め
外
部
人
材
を
登
用

し
て
は

大
規
模
重
要
た
め
池
の
管
理
は

功
績
を
後
世
に
残
す
こ
と
は

行
政
の
責
任
と
考
え
る

備
蓄
品
の
一
つ
と
し
て

活
用
し
た
い
と
考
え
る

必
要
に
応
じ
て
任
期
付
職
員
の

採
用
を
検
討
す
る

健
全
度
が
低
い
等
の
た
め
池

は
、
改
修
等
の
対
応
が
必
要
と

認
識
し
て
い
る
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平
成
28
年
度
当
初
予
算
と
２
回
の
補
正
予

算
で
、
市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
の
普
通
教

室
、特
別
支
援
教
室
の
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
、

エ
ア
コ
ン
化
が
実
現
す
る
。
県
下
23
市
町
で

大
竹
市
等
に
続
き
４
番
目
と
な
り
、
夏
場
の

学
習
環
境
は
劇
的
に
改
善
す
る
。
市
長
の
英

断
に
感
謝
す
る
。今
後
学
校
に
何
を
望
む
か
。

松
村
教
育
長

　

長
期
休
業
中
の
学
力
補
充
に
お
い
て
は
、

　

全
国
的
に
は
、
通
常
学
級
で
学
ぶ
障
害
の

あ
る
子
ど
も
が
増
え
、
小
・
中
学
校
の
通
級

指
導
教
室
に
よ
る
支
援
体
制
の
整
備
が
進

ん
で
い
る
。
私
の
と
こ
ろ
に
も
保
護
者
か

ら
、「
な
ぜ
三
次
市
に
は
設
置
さ
れ
な
い
の

か
。
中
学
校
区
に
１
カ
所
で
も
良
い
か
ら
設

置
で
き
な
い
か
」
と
い
う
手
紙
を
い
た
だ
い

た
。
文
部
科
学
省
は
、
来
年
か
ら
高
校
に
も

導
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
が
、
本
市

の
考
え
を
伺
う
。

松
村
教
育
長

　

本
市
で
は
学
校
支
援
員
を
配
置
し
て
い

る
。
学
校
支
援
員
は
朝
の
時
間
帯
か
ら
夕
方

ま
で
の
授
業
の
間
は
、
通
常
ず
っ
と
子
ど
も

を
見
て
い
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
非
常
に

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
る
。

　

今
後
も
、
通
級
指
導
教
室
も
含
め
、
ど
う

い
う
形
が
本
当
に
子
ど
も
に
と
っ
て
良
い
の

か
研
究
を
続
け
て
い
く
。

　

買
い
物
や
通
院
環
境
の
悪
化
が
生
活
を
よ

子
ど
も
達
へ
の
学
習
面
で
の
落
ち
着
き
が
出

て
き
た
。
ま
た
集
中
力
が
高
ま
っ
た
。
さ
ら

に
、
情
緒
が
安
定
し
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学
習
を
始
め
た
と
い

う
報
告
を
受
け
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の

環
境
を
全
て
の
学
校
に
整
え
て
い
く
の
で
、

し
っ
か
り
活
用
し
、
子
ど
も
達
の
夢
、
志
の

実
現
に
し
っ
か
り
結
び
付
け
た
い
。

　

平
成
26
年
6
月
に
ま
と
め
た
「
三
次
地
区

拠
点
整
備
基
本
計
画
」
は
、
文
化
会
館
解
体

費
等
を
含
め
、
事
業
費
が
5
～
9
億
円
で

あ
っ
た
。
こ
の
基
本
計
画
は
2
年
半
保
留
さ

れ
、
昨
年
12
月
に
突
然
11
・
8
億
円
の
「
妖

怪
博
物
館
」
等
に
な
っ
た
。
状
況
が
大
き
く

変
化
し
た
の
で
、
改
め
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
を
実
施
す
べ
き
だ
。

増
田
市
長

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
と
い
う
手
法
で

は
な
く
、
双
方
向
の
対
話
の
中
で
こ
の
事
業

は
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
判
断
し
て
い

る
。
出
前
講
座
や
説
明
会
等
で
、４
月
以
降
、

1
，
５
０
０
人
も
の
多
く
の
方
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
思
い
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
今
回
の
よ
う
な
大
事
な
事
業
の
手
法
と

し
て
は
、間
違
っ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

り
不
便
に
し
て
お
り
、
人
口
流
出
を
加
速
さ

せ
、
地
域
衰
退
を
進
め
て
い
る
。
10
年
以
内

に「
団
塊
の
世
代
」が
、
平
均
健
康
寿
命
を
超

え
る
。
早
期
に
地
域
拠
点
施
設
を
中
心
と
し

た
交
通
体
系
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

増
田
市
長

　

地
域
公
共
交
通
は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ

る
。
市
で
は
、
三
次
市
民
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド

等
い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
講
じ
な
が
ら
ニ
ー
ズ

に
応
え
て
い
る
が
、
現
在
の
手
段
が
本
当
の

意
味
で
活
用
が
十
分
で
き
て
い
る
か
は
、
行

政
と
し
て
も
課
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
。

　

郷
の
駅
を
中
心
と
し
た
地
域
公
共
交
通
は
、

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。

保実　　治

新家　良和

清　友　会

と　も　え
小学校の教室に設置されたエアコン

地域拠点施設　郷の駅オープン
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質問１

質問１

質問２

質問２

答弁１

答弁１

答弁２

答弁２

通
級
指
導
教
室
の
設
置
を

学
習
環
境
整
備
に
対
し
、

学
校
に
何
を
望
む
か

地
域
拠
点
施
設
を
中
心
に
し
た

交
通
体
系
を

三
次
地
区
拠
点
整
備
基
本
計
画

は
改
め
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ

ン
ト
の
実
施
を

学
校
支
援
員
を
配
置
し
、

対
応
し
て
い
る

し
っ
か
り
活
用
し
、子
ど
も
の
夢
、

志
の
実
現
に
結
び
付
け
た
い

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
て

い
き
た
い

出
前
講
座
や
説
明
会
等
で

対
話
す
べ
き
と
判
断
し
て
い
る



　

イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
学
習
能
力
が
高
く
な

り
、
２
、
３
年
で
防
護
柵
に
慣
れ
る
。

　

一
番
効
果
が
あ
る
の
は
、
農
地
の
近
く
の

雑
木
林
等
を
伐
採
し
、
そ
こ
に
ネ
ッ
ト
を
張

る
方
が
効
果
的
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
伐
採
に
行
政
が
支
援
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

日
野
産
業
環
境
部
長

　

農
地
の
周
辺
林
地
等
の
伐
採
に
よ
る
緩
衝

帯
整
備
に
つ
い
て
は
、
環
境
改
善
と
い
う
こ

と
で
、
効
果
的
な
手
法
の
一
つ
と
認
識
し
て

い
る
。

　

今
後
も
、
国
の
補
助
事
業
等
の
活
用
も
図

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

平
成
31
年
４
月
、
本
市
に
「
中
高
一
貫
教

育
校
」の
開
校
が
決
定
し
た
。

　

今
後
、
用
地
取
得
や
施
設
の
整
備
・
改
修

等
、
本
市
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
何
か
。
そ

の
上
で
、
市
議
会
で
は
ど
の
よ
う
な
議
決
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
か
、
迅
速
な
情
報
提

供
を
求
め
る
。

　

普
通
で
あ
れ
ば
、
雨
が
止
ん
だ
ら
、
江
の

川
の
水
位
が
下
が
り
だ
し
、
各
支
流
の
水
位

も
下
が
り
、
内
水
も
下
が
る
。
し
か
し
、
川

地
地
区
で
は
、
ダ
ム
が
緊
急
放
流
す
る
と
江

の
川
の
水
位
が
上
が
り
、
支
流
の
水
が
江
の

川
に
流
れ
ず
溜
ま
り
、
内
水
が
上
が
っ
て
水

害
を
引
き
起
こ
す
。
板
木
川
の
駅
付
近
等
の

調
査
等
も
含
め
、
対
応
を
し
て
は
ど
う
か
。

落
田
総
務
部
長

　

川
地
地
区
の
出
水
時
に
は
、
消
防
団
及
び

地
元
業
者
の
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
内
水
排
除

の
対
応
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
の
状

況
を
踏
ま
え
、仮
設
ポ
ン
プ
の
設
置
も
含
め
、

今
後
の
対
応
策
を
協
議
し
て
い
き
た
い
。

高
岡
副
市
長

　

県
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
三
次
高
等
学
校

の
施
設
設
備
を
活
用
さ
れ
、
給
食
施
設
等
は

必
要
な
改
修
等
を
行
う
と
聞
い
て
い
る
。

増
田
市
長

　

中
高
一
貫
教
育
校
の
開
校
に
向
け
て
、
誠

心
誠
意
、
県
教
育
委
員
会
と
も
協
議
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
議
会
に
は
節
々

の
段
階
で
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

広
島
市
に
お
い
て
、
民
間
の
保
育
士
や
介

護
士
等
を
対
象
に
、
市
独
自
の
買
い
物
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る
予
定
と
聞
く
。
本
市

に
お
い
て
も
、保
育
や
介
護
の
担
い
手
を「
社

会
的
財
産
」
と
し
て
、
同
様
な
施
策
を
と
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

森
本
福
祉
保
健
部
長

　

基
本
的
に
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
は
、
基

本
給
を
ど
れ
だ
け
底
上
げ
し
て
い
く
か
が
基

本
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
そ
の
方
向
で
進
め

る
の
が
本
筋
と
考
え
る
。

　

広
島
市
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
成
果

を
し
っ
か
り
と
研
究
す
る
よ
う
考
え
て
い

る
。

藤井憲一郎

池田　　徹

と　も　え

市民クラブ

三次高等学校に掲げられた横断幕

増水した河川

質問１

質問１

質問２

質問２

答弁１

答弁１

答弁２

答弁２

中
高
一
貫
教
育
校
開
校
ま
で
の

ビ
ジ
ョ
ン
は

鳥
獣
対
策
の
た
め
の
緩
衝
帯

整
備
の
支
援
が
で
き
な
い
か

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
と
人
材

確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

川
地
地
区
の
水
害
防
止
の

対
応
は

節
々
の
段
階
で
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
く

国
の
補
助
事
業
等
の
活
用
も

図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

処
遇
改
善
は
、
基
本
給
の
底
上

げ
が
基
本
と
考
え
る

今
後
の
対
応
策
を

協
議
し
て
い
き
た
い
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集
落
法
人
に
と
っ
て
畦
畔
の
草
刈
り
が
大

変
な
中
、
畦
畔
省
力
化
の
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ

ラ
ス
吹
付
の
コ
ス
ト
低
減
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　

平
成
30
年
か
ら
米
の
直
接
支
払
交
付
金
が

廃
止
さ
れ
、
集
落
法
人
の
経
営
が
厳
し
く
な

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ

ラ
ス
吹
付
に
対
す
る
補
助
金
の
考
え
は
。

日
野
産
業
環
境
部
長

　

セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
や
防
草
シ
ー
ト
等

の
畦
畔
管
理
の
省
力
化
の
取
組
に
対
し
て
、

市
の
単
独
補
助
事
業
は
な
い
が
、
国
の
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
を
活
用
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
集
落
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
国

の
制
度
を
活
用
し
て
取
組
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

※
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス
…
…
セ
ン
チ
ピ
ー

ド
グ
ラ
ス
は
、
畦
畔
や
河
川
敷
な
ど
、
雑

草
管
理
の
省
力
化
や
土
壌
浸
食
防
止
な
ど

が
望
ま
れ
る
場
面
で
の
緑
化
に
適
す
る
芝

草
で
す
。

　

市
道
の
草
刈
り
は
、経
費
が
か
か
る
た
め
、

現
行
の
面
積
以
上
は
、
補
助
金
は
出
せ
な
い

と
の
市
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
高
齢
化
も
進

み
、
５
年
、
10
年
後
を
考
え
る
と
大
変
厳
し

い
。
３
年
又
は
５
年
に
一
度
予
算
化
し
、
業

者
委
託
、
道
路
整
備
嘱
託
員
等
を
雇
用
し
て

草
刈
り
や
道
路
の
点
検
等
を
し
て
は
ど
う

か
。

坂
本
建
設
部
長

　

除
草
の
業
者
委
託
は
、
経
費
が
か
か
り
す

ぎ
る
た
め
、
現
在
考
え
て
い
な
い
。
草
が
通

行
の
支
障
と
な
る
市
道
で
は
、
除
草
報
償
費

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
小
さ
な
常
会
単
位

で
は
な
く
、
よ
り
広
い
範
囲
で
住
民
組
織
の

取
組
と
し
て
、
除
草
を
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

ま
た
、
道
路
の
補
修
等
は
、
専
門
の
業
者

に
委
託
し
て
お
り
、
専
門
的
な
技
術
や
専
用

機
械
を
使
う
等
の
理
由
か
ら
、
常
会
へ
の
委

託
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

黒木　靖治
公　明　党

市
政
を
問
う

そ
の
他
の
質
問

 

吉
岡 

議
員

公
共
施
設
の
統
廃
合
が
進
む
ど
こ
ろ

か
、
逆
に
各
地
域
に
ハ
コ
モ
ノ
が
増
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
統
廃
合
の
進

捗
を
伺
う
。

三
次
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
現
在
、
個
別
施
設
の
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
施
設
ご
と
の
方
針
は

調
整
後
、
公
表
し
て
い
く
。

 

横
光 

議
員

入
札
参
加
資
格
の
条
件
を
付
け
た
こ
と

に
よ
り
業
者
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与

え
る
の
か
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

品
質
確
保
の
点
か
ら
発
注
す
る
工
事
の

規
模
や
必
要
な
技
術
力
に
応
じ
、
特
定

の
ラ
ン
ク
で
あ
る
こ
と
や
工
事
実
績
を

入
札
参
加
資
格
の
条
件
に
付
す
こ
と
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。

 

鈴
木 

議
員

発
達
障
害
児
の
支
援
は
、
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
イ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
現
場
や
保

護
者
の
声
を
集
約
し
、
切
れ
目
の
な
い

支
援
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
イ
ル
等
の
情
報
も
活
用

し
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

児
童
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
支
援
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。

 

重
信 

議
員

人
工
内
耳
へ
の
助
成
に
つ
い
て
、
本
市

の
対
応
は
。

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
第
５
期
障
害

者
福
祉
計
画
、
第
１
期
障
害
児
福
祉
計

画
の
中
で
、
こ
の
対
応
に
つ
い
て
、
前

向
き
に
と
ら
え
、
実
現
に
向
け
て
進
め

て
い
き
た
い
。
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質問１

質問２

答弁１

答弁２

集
落
法
人
に
対
し
て
セ

※

ン
チ
ピ
ー

ド
グ
ラ
ス
吹
付
の
補
助
金
を

市
道
の
草
刈
り
等
に
対
す
る

考
え
は

国
の
制
度
を
活
用
し
て

取
組
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

よ
り
広
い
範
囲
で
住
民
組
織
の

取
組
と
し
て
検
討
し
て
い
た
だ

き
た
い

問問 答答

問 問答 答



　

平
成
29
年
10
月
23
日（
月
）、
広
島
三
次

ワ
イ
ナ
リ
ー
研
修
室
に
お
い
て
、庄
原
市
、

安
芸
高
田
市
、
三
次
市
の
議
員
が
集
い
、

一
般
財
団
法
人
日
本
経
済
研
究
所
常
任
理

事
・
調
査
局
長
の
大
西
達
也
氏
を
招
い
て
、

ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
や
仕

組
づ
く
り
な
ど
を
内
容
と
し
た
「
人
口
減

少
社
会
を
乗
り
切
る
地
方
創
生　

～
全
国

の
先
進
事
例
に
学
ぶ
～
」
の
講
演
を
受
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
イ
ハ
ラ
産
業
株
式
会
社
吉
舎

工
場
の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

 
保
実 

議
員

国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

に
よ
る
捕
獲
個
体
の
確
認
方
法
が
示
さ

れ
た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

本
市
で
は
国
の
事
業
で
は
な
く
、
市
単

独
の
捕
獲
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

市
の
有
害
鳥
獣
駆
除
班
の
捕
獲
個
体
の

確
認
は
、捕
獲
鳥
獣
の
証
拠
品
と
し
て
、

獣
類
は
尻
尾
、
鳥
類
は
両
足
及
び
報
告

書
の
提
出
に
よ
り
確
認
し
、
証
拠
品
を

写
真
保
存
し
て
い
る
。

 

新
家 

議
員

市
立
三
次
中
央
病
院
は
、
不
適
切
な
会

計
処
理
が
起
き
な
い
た
め
の
再
発
防
止

対
策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。

平
成
29
年
１
月
１
日
に
病
院
事
業
事
務

決
裁
規
程
を
一
部
改
正
し
た
。
流
用
等

は
、
財
政
課
長
又
は
財
務
部
長
を
合
議

と
し
、確
認
体
制
を
整
え
、内
部
チ
ェ
ッ

ク
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。 

 

藤
井 

議
員

８
月
18
日
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達

訓
練
で
は
、
音
声
告
知
放
送
が
流
れ
な

か
っ
た
と
い
う
不
具
合
が
生
じ
た
が
、

そ
の
原
因
は
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
か
ら
音
声
告
知
放
送
へ
送

る
信
号
の
設
定
に
不
具
合
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、改
善
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

正
常
に
作
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

 

池
田 

議
員

老
々
介
護
、
家
庭
介
護
に
対
す
る
本
市

の
取
組
は
。

介
護
へ
の
不
安
や
負
担
が
深
刻
化
す
る

前
に
早
め
に
相
談
し
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
地
域
で
支

え
合
う
仕
組
み
と
し
て
の
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
各
地
域
で

進
め
た
い
。

 

黒
木 

議
員

老
朽
空
き
家
の
解
体
に
伴
い
、
各
種
手

続
き
が
必
要
で
あ
る
が
、
手
続
き
先
を

一
覧
に
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

て
は
ど
う
か
。

三
次
市
空
き
家
等
対
策
計
画
に
基
づ

き
、
資
金
面
の
支
援
体
制
や
解
体
時
に

必
要
な
手
続
き
等
、
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
の
準
備
を
現
在
進
め
て
い
る
。

平
成
29
年
度

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
活
動
報
告

　

平
成
29
年
10
月
20
日（
金
）、
吉
舎
町
自

治
振
興
連
合
会
主
催
の
生
涯
学
習
講
座

「
き
さ
楽
生
塾
」
に
「
議
会
・
議
員
活
動
に

つ
い
て
」
を
題
材
に
出
前
講
座
を
行
い
ま

し
た
。

広
島
県
市
議
会
議
長
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
議
員
研
修
会
開
催 きさ楽生塾北部ブロック議員研修会

問 問問 答 答答

問問 答答
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本
特
別
委
員
会
は
、
議
長
の
諮
問
事

項
で
あ
る
「
予
算
決
算
委
員
会
の
あ
り

方
」
ま
た
、
議
会
基
本
条
例
に
も
あ
る

議
会
が
行
う
政
策
提
案
な
ど
に
つ
い

て
、
年
間
の
な
が
れ
や
そ
の
仕
組
み
を

学
ぶ
た
め
、
議
会
改
革
度
が
全
国
で
も

最
上
位
で
あ
る
会
津
若
松
市
議
会
へ
視

察
を
行
っ
た
。

　

会
津
若
松
市
で
は
、
特
徴
的
な
取
組

と
し
て
、
市
民
を
基
点
と
し
た
継
続
的

な
政
策
づ
く
り
と
決
算
・
予
算
審
査
の

準
備
を
し
っ
か
り
行
っ
て
、
定
例
会
で

議
決
を
行
う
な
ど
年
間
の
仕
組
み
を
確

立
し
て
い
る
。

　

政
策
づ
く
り
に
つ
い
て
、
そ
の
基
点

と
な
る

の
が
、

５
月
と

11
月
の

年
２
回

行
わ
れ

る
「
市

民
と
の

意
見
交

換
会
」

で
、
市

民
と
議

会
が
事

　

菊
川
市
の
議
会
報
告
会
で
は
、
資
料
等
を

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
す
る
の
で
わ
か
り

や
す
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
ま
た
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
の
開
催
は
、
特
定
の
参

加
者
の
意
見
だ
け
で
な
く
、
付
箋
の
利
用
で

多
く
の
意
見
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
全
体
的
に
は
女
性
の
出
席
が
少
な

い
が
、
テ
ー
マ
に
対
し
て
議
会
の
具
体
的
な

行
動
を
聞
か
れ
た
り
、
市
の
将
来
へ
の
意
見

や
建
設
的
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
市
議
会
だ
よ
り
か
ら
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
い
う
こ
と
で
、
読
ん
で
も
ら
え
る
こ

と
、
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
、
市
民
と

の
距
離
を

縮
め
る
こ

と
を
目
的

と
さ
れ
て

い
る
。

　

他
市
の

議
会
だ
よ

り
を
市
役

所
の
ロ

ビ
ー
に
置

い
て
市
民

か
ら
読
み

や
す
さ
で

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
視
察
研
修
報
告

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

前
に
話
し
合
い
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
決

め
、
議
会
は
政
策
課
題
と
し
て
取
り
組

み
、
市
民
へ
説
明
・
報
告
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
意
見
交
換
会
で
の
意
見
や

地
域
課
題
に
つ
い
て
、
分
科
会
や
全
体

で
政
策
討
論
会
を
閉
会
中
に
行
い
、
定

例
会
に
連
動
さ
せ
る
仕
組
み
と
し
て
い

る
。

　

定
例
会
の
準
備
や
定
例
会
の
審
査
だ

け
で
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
常
任
委

員
会
や
予
算
決
算
委
員
会
に
お
い
て
、

論
点
を
整
理
し
議
員
間
討
議
を
経
て
議

決
（
調
査
・
研
究
か
ら
評
価
し
議
決
、

そ
し
て
政
策
提
言
）
す
る
仕
組
み
に
よ

り
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
議
会
に
お
い
て
も
、「
議
会
報

告
会
・
懇
談
会
」
は
以
前
か
ら
行
っ
て

お
り
、
市
民
か
ら
の
意
見
や
提
案
を
収

集
し
、
議
会
活
動
に
反
映
す
る
た
め
の

仕
組
み
は
あ
る
が
、
定
例
会
ご
と
の
議

案
や
予
算
、
決
算
の
審
査
が
活
動
の
中

心
に
な
っ
て
い
る
。
会
津
若
松
市
議
会

の
取
組
を
参
考
に
、
政
策
提
言
に
つ
な

が
る
仕
組
み
を
研
究
・
検
討
し
、
意
義

の
あ
る
議
会
活
動
と
更
な
る
議
会
改
革

に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　

 （
委
員
長 　

宍
戸　

稔
）

の
意
見
を
収
集
し
た
。
結
果
と
し
て
、
興
味

を
引
く
特
集
や
表
裏
表
紙
の
編
集
は
、
特
集

と
一
体
化
し
た
写
真
を
用
意
し
、
議
案
質
疑

や
一
般
質
問
の
表
現
に
平
準
な
言
葉
を
用
い
、

全
頁
フ
ル
カ
ラ
ー
印
刷
し
、
ホ
ワ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
を
生
か
す（
文
字
量
の
減
少
）等
、
手

に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
主
眼
に

置
い
て
い
て
一
番
評
価
が
高
か
っ
た
。
本
市

の
市
議
会
だ
よ
り
も
見
習
う
べ
き
で
あ
る
。

　

三
島
市
で
は
、
従
来
の
議
会
報
告
会
か
ら

市
民
と
の
意
見
交
換
重
視
の
考
え
に
移
行
さ

れ
た
。
私
見
は
述
べ
な
い
と
し
て
い
た
が
意

見
交
換
の
際
に
限
り
、
議
員
個
人
の
意
見
を

述
べ
て
よ
い
も
の
と
し
た
。
車
座
で
の
意
見

交
換
と
し
、
参
加
者
が
書
い
た
付
箋
を
元
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
を
導
入
し
て
、
個
々

の
意
見
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

三
次
市
議
会
で
も
菊
川
市
、三
島
市
同
様
、

議
会
報
告
会
・
懇
談
会
へ
の
参
加
者
が
減
少

し
て
い
る
。
女
性
や
若
い
人
が
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
方
式
を
考
え
る
と
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
化
や
車
座
に
な
っ
て
、
議
員

と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
き
る
よ
う
な
形
が
必
要

で
は
な
い
か
と
思
う
。
一
度
試
行
す
る
の
も

よ
い
。
ま
た
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し

た
説
明
も
効
果
が
あ
る
。

（
委
員
長　

齊
木　

亨
）

実
施
日
／
平
成
29
年
８
月
22
日（
火
）

視
察
地
／
福
島
県
会
津
若
松
市

実
施
日
／
平
成
29
年
10
月
2
日（
月
）〜
３
日（
火
）

視
察
地
／
静
岡
県
菊
川
市
、
三
島
市

視
察
内
容
／
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
、
市
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

会津若松市役所

三島市役所
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み
よ
し

市
議
会
だ
よ
り

　「
市
議
会
だ
よ
り
」は
、
議
員
の
思
い
の
こ
も
っ

た
一
般
質
問
の
内
容
や
議
決
さ
れ
た
議
案
、
各
委

員
会
で
の
審
査
・
視
察
内
容
等
を
市
民
の
皆
様
に

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
全
戸
に
配
布
さ
れ

る
大
切
な
ツ
ー
ル
で
す
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
生

放
送
や
再
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
等
を
ご

覧
い
た
だ
け
て
い
な
い
方
々
に
議
会
の
動
き
を
よ

り
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
思
い
か
ら
、
前
号
よ
り

賛
否
の
分
か
れ
る
議
案
に
つ
い
て
は
討
論
の
内
容

を
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
反
面
、
他
の
自
治

体
を
訪
れ
る
と
、
手
に
取
り
や
す
さ
や
読
み
や
す

さ
か
ら
ポ
ッ
プ
で
字
数
の
少
な
い
「
市
議
会
だ
よ

り
」を
配
布
し
好
評
を
得
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
よ
り
深
く
な
の
か
？
広
く
浅
く
な
の
か
？
作
成

す
る
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
の
一
員
と
し
て
今
後

の
紙
面
作
り
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
思
案
し
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
藤
井
　
憲
一
郎
）

  8月 2 日　福岡県行橋市（基本条例、議会報告会について）
10月11日　広島県廿日市市（タブレットの導入について）

　9月29日、一身上の都合により辞職願が提出されました。
地方自治法第126条の規定により、許可され、同日付けで
三次市議会議員を辞職いたしました。

行政視察受入状況

【吉岡広小路議員の辞職について】

議会のうごき

あ 

と 

が 

き

　議会の本会議は、どなたでも傍聴することができます。傍
聴される方は、当日傍聴席の入口で傍聴券を受け取って入場
してください。車イスを利用される方のスペースや集団補聴シ
ステム（磁気ループ）が整備されていますのでご利用ください。
　なお、傍聴席（30席）が満席となった場合は、入場を制限し
ますのでご了承ください。

　市政についての意見や要望を直接市議会に提出する制度
で、議員の紹介のあるものを請願、ないものを陳情と言い、
どなたでも提出することができます。

　ケーブルテレビにより本会議・予算決算常任委員会の生放
送と当日の夜７時から本会議の再放送をしています。
　また、市議会のホームページにおいて本会議の模様をイン
ターネット配信しています。ぜひご覧ください。

議会を傍聴してみませんか

請願・陳情の提出は、12月６日㈬午後５時まで

議会中継をご覧ください

　神代の昔、潜り岩（こぐりいわ）付近に「市杵姫
（いちきひめ）」、「市杵島姫（いちきしまひめ）」と
様々な呼び名で伝えられた女神が住んでいまし
た。その女神がひょうたんで造った船に乗って、
安芸の宮島に移り、そこで祭神となられました。
　神秘的な潜り岩を見るとそんな神話が身近に
感じられます。巨石の間を潜り抜けると幸せにな
るというパワースポット。ぜひとも潜り抜け、幸
せを得たいものです。近くには念仏岩、くさび岩、
岩海等、点在しています。市民のみなさんの登
山をお待ちしております。　　　　（重信　好範）

「大土山の潜り岩」

2017（平成29）年
８月１日～10月31日

 1日　全員協議会
 2日　広報広聴常任委員会
 4日　会派代表者会議
10日　議会運営委員会
21日～22日　議会改革推進特別委員会　行政視察
23日　行財政改革調査特別委員会
28日　総務常任委員会
29日　9月定例会告示、議会運営委員会

12月８日金に
開会する予定です。

次期
定例会
は

　７月からコーナー名等をリニューアルし、毎月１回、ケー
ブルテレビの「あっちこっち三次」に議員が出演し、各委員会
の報告等を行っています。

　無料アプリ「マチイロ」を利用して、みよし市議会だよりを
ご覧いただくことができます。
　詳しくは市議会ホームページの「みよし市議会だより」の
ページをご覧ください。

市議会トピックス（旧：市議会だよりテレビ早刷り版）
をご覧ください

無料アプリ「マチイロ」版の議会だよりについて

TEL 0824-62-6179　FAX 0824-62-6110
Eメールアドレス／gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

お問い合わせは　議会事務局へ

三和町

 4日　全員協議会
 7日　議会運営委員会
 8日　議会運営委員会、９月定例会本会議、
       　予算決算常任委員会、広報広聴常任委員会
11日～13日　本会議（一般質問）
14日　総務常任委員会、教育民生常任委員会、
　　　 産業建設常任委員会
19日～28日　予算決算常任委員会
22日　総務常任委員会
25日　総務常任委員会
26日　議会運営委員会
27日　広報広聴常任委員会
29日　議会運営委員会、本会議

 2日～3日　広報広聴常任委員会　行政視察
 5日～6日　地域公共交通調査特別委員会　行政視察
11日～13日　議会運営委員会　行政視察
17日～19日　総務常任委員会　行政視察
21日　2017三次こども市議会
23日　北部ブロック議員研修会
24日　広報広聴常任委員会
25日～27日　教育民生常任委員会　行政視察
　　　　　　  産業建設常任委員会　行政視察
30日　広報広聴常任委員会

8月

9月

10月


